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　　　　　　　　 　　　多摩市立瓜生小学校
　          　　瓜 生 小 だ よ り
令和４年度　　第８号
令和４年　１２月１日



大きな夢を 育んで
校長　水　野　裕　司
１１月というのに日中の気温が２０度をこえる日があり、例年の気温になると急に冷え込んだように感じてしまう最近のお天気です。先週は、６年生が社会科見学で国会議事堂と科学技術館へ行ってきました。旧学習指導要領では、歴史の学習の後に政治や行政の学習を行っていたため、６年生の社会科見学は、冬の時期に行っていました。現在は、政治や行政の学習を先に行うようになったため、年度当初は７月に予定していました。残念ながら感染症の影響で直前に学級閉鎖となってしまったため、見学先等を調整してこの時期に実施することができました。６年生が単独で行う最後の校外学習で楽しい思い出を作ることができました。
また、今年は総合的な学習の時間で、５年生と６年生は「環境」をテーマに学習を進めています。その一環として「エコプロ　２０２２」に参加してきます。環境問題を解決するための企業の取り組みや最先端の技術を見学します。今回の見学を通して、環境問題への関心をさらに高めるとともに、「大人になったら、こんなすごい技術を開発する仕事をしてみたい。」など、自分の将来について考える機会にもしてきたいと考えています。ちなみに、日本は理科の学力は高いが、理系の仕事をしたいと思う子供の割合は低い傾向にあるそうです。この見学が、勉強したことを世の中に役立つものをつくることに生かしたいという「大きな夢を育む」きっかけになったら、「生きる幸せを学ぶ」ことにもつながるのではないかと思っています。
　さて、１１月は、読書週間がありました。１階廊下には、５年生が書いた「心に残った言葉」が掲示してあります。さすが高学年で、素敵な言葉、勇気の出る言葉、意味の深い言葉などが並んでいました。子供たちの読む力が高まっていることを感じ、思わず立ち止まって読んでしまいました。その内のいくつかを紹介します。「書名　心に残った言葉（その理由）」
「あやしの保健室①　ねたむ気持ちをバネにしてなにくそってがんばればいいんです。（自分もだれかががんばっているのを見るとがんばろうって気持ちになれるから）」
「１３のこころのおはなし　ナイフは肉を切り、言葉は心を切る。（私ももしかしたら言葉で人を傷つけていたのかもしれないと気づけたから）」
「勉強が好きになる　目標を決めることから始めるのじゃ。（勉強がきらいな自分の心に突き刺さったからです）」
「足利尊氏　降伏した者まで斬りはせぬ。（戦った敵なのに殺さずに逃がしていたのがすごいから）」
「悩み部の平和とその限界　何を言っても無表情な隆也と反対にずっとニコニコしている要の笑顔がよほど不気味で怖かったらしい。（二人の個性がわかる文で面白かったから）」
「機械仕掛けの記念碑　フランス人は血を飲むとか言われてんだろ？（文化がまだいきわたっていないところが、昔だなって感じたからです）」
「十一月のマーブル　いくつもの偶然が重なりあい、人と人とが影響を与え合って人生は進んでいく（この文が本の内容にあっていたから）」

　令和４年も残すところ一か月となりました。子供たちの力を着実に伸ばせるよう、一日一日の学習、一つ一つの行事を大切にして教育活動を進めてまいります。
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